
そのほか

1．地域貢献

1）地域貢献特別支援事業

①地域貢献特別支援事業のポイント

■異なる文化を持った人を受け入れ、共生を目指す地域社会を創造する

～お互いの共生・協労への理解～

■地域に住む住民としての外国人と日本人の関係を作る

～出会いの場と共存を考える活動の提供～

■徳島という地域で独自の共生を住民で考える

～将来の共生の担い手に学習課題としての提示～

２.事業の取り組み状況

く講座・講演会＞

平成１８号５～７月及び10～１２二（各６回

徳島大学開放実践センター「国際交流ボランティア入門～地域の外国人支援～」７．１２月の各

最終回には新蔵会館の和室にて留学生との季節に即した「異文化交流お茶会」を開催。

＜学校・公民館訪問＞

●小学校（日和佐小学校・池田小学校・御所小学校）

留学生が自国紹介や児童との遊びを通して相互に体験学習の実施。

●高等学校（徳島市立高校・城ノ内高校等）シンガポールへの修学旅行準備講座

（ことばや習慣を留学生が指導）を開催。

●老人クラブ（滑北公民館）児童クラブ（板野町）

｢外国人と友達になろう」交流会の実施。

＜国際交流サロン＞

講座「国際交流ボランティア入門」の修了生が中心となった「国際交流サロンJSS」を結成、

８月から毎月１回のペースで地域と留学生をつなぐ、日本文化（阿波踊り、書道、茶道）を共

に楽しむ活動を実施。

くその他の活動・講演会等＞

●平成18年６月日本語教育学会四国地区研究集会「日本語学習環境を考える」日本語教師以

外の地域の人にも参加を呼びかける。並行して留学生と生け花グループの共

同制作、展示。

●平成18年９且徳島県自治研修センター「国際化講座」及び講演会「国際交流基金の仕事」

の開催さ

●平成19年２且徳島市立高校国際交流基金･日本国際協力センター｢中国高校生招鴫事業」

の受入中国高校生に対し、

大学授業見学、学内案内、日本人学生及び留学生との交流を行う。
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３）サポーター制度

留学生センターには、日本語教育をはじめとして、留学生センター（以下センターとする）

の活動を支援する徳島の住民からなる「地域サポーター」と徳島大学の学生達からなる「学生

サポーター」の登録システムがある。センターの活動でサポーターの必要性が生じた時、それ

ぞれの活動に合わせて、地域サポーターに、学生サポーターに、地域と学生サポーターの双方

に一斉メールで呼びかける。サポーターは義務や拘束はなく、都合のいいときに参加できる。

日本語授業のような活動に参加する場合は、事前に担当教員よりその主旨説明ややり方などの

指導を受け、クラスに参加する。現在サポーター数は、地域サポーター４９名、学生サポータ

ー３６名、計８５名である。今年度の活動数は２０で、延べ参加者数は地域５０名、学生４０

名、計９０名であった。

ＮＣ 実施月

１ ４ 月

２ ５月

３ 〃

４ 〃

５ ６月

６ ７月

７ 〃

８ 〃

９ ８月

1０ 〃

1１ ９月

１２ 1０月

1３ 1１月

1４ 〃

1５ 〃

1６ 1２月

1７ １月

1８ ２月

1９ ３月

2０ 〃

実施内容

キャンパスツアー

動詞グループ分け練習

動詞てﾌｫｰﾑ変換練習

会話練習

調査項目インタビュー

｢暑中見舞い」書き練習

会話練習

日本事情Ⅱ「日本・日本人を知る」

発表会

日本語のレシピ作り

異文化体験、各国料理

まちたんツアー

後期留学生用キャンパスツアー

学習テーマについて聴き取り

動詞グループ分け練習

かな定着練習

日本人学生とのおしゃべり＊

既習学習項目を使っての会話練習

日本事情Ⅳ「徳島を知る

一吉野川を通して」発表会

修了式スピーチ練習

｢私の街へ行こう」発表会

7１

地域・学生ｻﾎ゚ ﾀーー ／人数

学生サポーター１名

学生サポーター４名

学 生 サ ポ ー タ ー ３ 名

地域サポーター６名

学生サポーター２名

地 域 サ ポ ー タ ー ４ 名

学 生 サ ポ ー タ ー １ 名

地 域 サ ポ ー タ ー ２ 名

地域サポーター６名

学 生 サ ポ ー タ ー １ 名

地域サポーター２名

学生サポーター６名

地域サポーター２名

学生サポーター６名

地 域 サ ポ ー タ ー ２ 名

学生サポーター１名

学生サポーター４名

学 生 サ ポ ー タ ー ３ 名

学生サポーター５人

学生サポーター１名

毎週月曜自由参加

学生サポーター１名

地域サポーター５名

学生 サ ポ ー タ ー １ 名

地域サポーター８名

地域サポーター７名

地域 サ ポ ー タ ー ６ 名

2007.2月２８日現在



２．センター業務としての出張

1）大石寧子

■中国四国地区大学教育研究会

■留学生交流研究協議会

■平成18年度全国国立大学留学生センター長及び留学生課長等合同会議

■「外国人学生のための進学説明会2006」大阪

■東京外国語大学留学生日本語教育センター大学進学説明会

■平成18年度文部科学省セミナー「大学の有する知の活用一知的国際貢献に向けて」

2）三隅友子

■JAFSA（国際教育交流協議会)‘主催：管理職のための国際教育交流実践コース

■徳島市市立高校マレーシア・シンガポール修学旅行支援

■徳島県オンリーワンハイスクール審査委員

■とくしま県民活動プラザ運営委員

■東京「2006年外国人留学生のための進学説明会」

３）金成海

■東京大学「国立大学留学生センター留学生指導担当研究協議会」

■「平成１８年度日韓共同理工系学部留学生事業協議会」金沢大学

■日中国駐大阪総領事館主催の「西日本地区各大学の国際交流・留学生担当者懇談会」

■日韓共同理工系学部留学生説明会韓国

■外国人留学生伊方力発見学旅行引率愛媛

■大阪大学「第２８回大阪大学留学生教育・支援協議会（兼：平成１８年度第２回国立大

学法人留学生指導研究協議会）」

■徳島大学卒業留学生の研究活動調査中国，韓国，東京，北海道，岩手，烏取

■「２００６年日本留学フェアー（マレーシア）」マレーシア（クアラルンプール，ペ

ナン）

■外国人留学生実地見学旅行引率（鳥取）

■中国・四国地区留学生・国際交流等センター長懇談会鳥取

4）坂田浩

■アルクＳＳＴワークショップ①（東京）

■アルクＳＳＴワークショップ②（東京）

5）上田崇仁

■大阪外国語大学留学生日本語教育センター大学進学説明会

■日本語研修コース引率（美波町立日和佐小学校）

■日本語研修コース引率（三好市立池田小学校）
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